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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
　ベトナムの小児がん患者は年間 4,000 名と推測されるがその多く (8 〜 9 割）は診断・治療を受けることが
できず、また多くの医療関係者は小児がんの診断・治療の経験が不足している。

【活動内容】
　世界最高水準を保持する日本の小児がん医療を活用して、国立国際医療研究センターと日本の複数の施設が、
ベトナムの小児がん診療拠点病院であるフエ中央病院とホーチミン小児病院第 1 と、小児がんの診療能力を強
化するために、専門家の派遣 2 回と日本国内研修 1 回を行った。 

【期待される成果や波及効果等】
　小児がんの診断・治療・看護ケアなどの診療能力が向上し、診断・治療を受ける小児がん患者の数が増加する。 
小児がん医療に関する知的財産・機器・薬剤などに波及効果が見込まれる。

2.　小児がんの診療能力強化
	 	 	 	

	 	 	 	 国立研究開発法人	国立国際医療研究センター（NCGM）

＜研修実施結果＞	
2016 年 1 月　研修生受入（10 名）
　・日本の小児がん医療見学
　・疾患・診断・治療の講義
　・腫瘍カンファレンス参加
　・中心静脈ルート管理の実技研修

2015 年 8 月と 12 月　日本人専門家派遣
（各回 6 〜 8 名）

　・小児がんに関するセミナー開催
　・技術指導・カンファレンス
　・症例相談

国立国際医療研究センター
（東京都新宿区）

フエ中央病院
( ベトナム　フエ市）

ハノイ小児病院（ハノイ市）
ホーチミン小児病院第 1

( ホーチミン市）

保健省
（ベトナム　ハノイ市）

連携
研修生

受入

専門家
派遣

制度の改善、構築の提案

国立成育医療研究センター
( 東京都世田谷区）

大阪市立総合医療センター
( 大阪府大阪市）

日本大学医学部附属板橋病院
( 東京都板橋区）

京都府立医科大学　など
（京都府京都市）

所管

研修生受入

専門家派遣
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